
 

科目名 財務諸表論 科目分類 

■専門科目群（第１グループ） 

□総合科目群（第２グループ） 

経済学科 ■必修 □選択 

  学科 □必修 □選択 

英文表記    Financial Statements 開講年次 □１年 ■２年 □３年 □４年 

ふりがな すずき ひとし 開講期間 □前期 ■後期 □通年 □集中 

担当者名 鈴木 寿 修得単位    ２単位 

授業のテーマ 
日商簿記検定1級に準拠し、「財務会計」を前提とした『会計学』を学ぶ。極めて高度な商業簿記・

会計学を修得します 

授業概要 

日商簿記検定1級は公認会計士、税理士などの国家資格への登竜門として位置づけられています。

本講義では、日商簿記検定 1 級に準拠した、財務会計を行う上で守るべきルールについて紹介し

ます。大企業における企業活動のすべての会計処理を、会計基準や会社法、財務諸表等規則などの

企業会計に関する法規を踏まえて理解し行うことができます。 

到達目標 
大学等で専門に学ぶ者に期待するレベル。会計情報の発信者としてだけでなく、会計情報利用者と

して企業が発した会計情報を読み取る能力が身に付きます 
授業時間外の 

学習 
前回までの講義内容を確認の上、毎回講義に臨むこと。 

履修条件 日商簿記２級レベルの知識があることを前提に授業を進めていきます。 

授業計画 

第１回 会計学総論 

第2回 税効果会計にかかる会計基準 

第３回 金融商品に関する会計基準 

第４回 外貨取引等会計処理基準 

第５回 固定資産の減損に係る会計基準 

第６回 資産除去債務に関する会計基準 

第７回 賃貸等不動産の時価等の開示に関する会計基準 

第８回 会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準 

第９回 リース取引に関する会計基準 

第10回 負債の部の引当金の会計基準 

第11回 退職給付に係る会計基準 

第12回 貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準 

第13回 株主資本等変動計算書に関する会計基準 

第14回 １株当たり当期純利益に関する会計基準 

第15回 工事契約に関する会計基準 

第16回 定期試験 

テキスト プリント等を配付し、必要に応じ提示する。 

参考文献・資料 日商簿記 1級商業簿記・会計学（よくわかる簿記シリーズ 合格テキストⅤer.14）TAC出版 

成績評価の方法 
定期試験および外部試験を含め、総合考慮する 

・出席回数が規定に満たない場合は試験をうけることができません。 

http://bookstore.tac-school.co.jp/book/detail/03500/


・出席確認時に不在だった場合は原則としてその回は欠席とします。 

・授業中に無許可で退出した場合は欠席とします。 

成績評価基準 

【平成２７年度(２０１５)以前に入学した学生】 

優(100～80点)、良(79～70点)、可(69～60点)、不可(59点以下) 

【平成２８年度(２０１６)以降入学した学生】 

秀(100～90点)、優(89～80点)、良(79～70点)、可(69～60点)、不可(59点以下) 

※出席回数が規定に満たない場合、試験を受けることができません。 

オフィスアワー 授業終了後 

学生への 

メッセージ 

本講義では、出来るだけ多くの日商簿記検定問題を取り上げながら進めていきます。履修した学

生諸氏には、積極的に簿記検定を受験し、資格取得を目指してほしいと思います。 

 


